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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年1月28日(2016.1.28)

【公開番号】特開2014-126764(P2014-126764A)
【公開日】平成26年7月7日(2014.7.7)
【年通号数】公開・登録公報2014-036
【出願番号】特願2012-284588(P2012-284588)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1343   (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/22     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1337   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５０５　
   Ｇ０９Ｇ    3/36     　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６８０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２４Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２４Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６６０Ｘ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ｌ
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３１３　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３６１　
   Ｇ０２Ｆ    1/1343   　　　　
   Ｇ０２Ｂ   27/22     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1337   ５０５　
   Ｇ０２Ｆ    1/133    ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月3日(2015.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリクス状に配列された複数の画素により画像表示を行う表示パネルと、
　前記複数の画素それぞれの周辺部である画素周辺領域の輝度を、前記画素周辺領域以外
の画素主要領域と独立して制御する画素周辺領域輝度制御手段とを備える、
表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記表示パネルの前方または後方に配置され、第１形式の画像用に設定される完全光透
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過状態と、第２形式の画像用に設定される、水平方向に沿って透過領域と遮光領域とが交
互に形成される一部遮光状態とを切り替え可能な視差バリアパネルをさらに備え、
　前記表示パネルにおける前記複数の画素は、前記第２形式の画像表示用に役割が分担さ
れた第１種画素と第２種画素とが前記水平方向に交互に配列されており、
　前記画素周辺領域は前記複数の画素それぞれの前記水平方向における両端部領域を少な
くとも含み、
　前記画素周辺領域輝度制御手段は、
　前記複数の画素に対し、前記視差バリアパネルの前記一部遮光状態時に前記画素周辺領
域を強制的に黒表示状態に設定し、前記視差バリアパネルの前記完全光透過状態時に前記
画素周辺領域の輝度を前記画素主要領域と同じ輝度に設定する輝度設定処理を実行する、
表示装置。
【請求項３】
　請求項２記載の表示装置において、
　前記表示パネルは、
　一方電極，他方電極間に形成される電界によって状態が変化する液晶層により前記複数
の画素が構成される液晶表示パネルであり、
　前記画素周辺領域輝度制御手段は、
　前記複数の画素それぞれの前記画素周辺領域に対応して独立して設けられる複数の画素
周辺領域用電極を含み、前記画素周辺領域用電極は、前記一方電極及び他方電極のいずれ
かの電極との間で前記液晶層に電界を発生させることができ、
　前記複数の周辺領域用電極に付与する電圧状態を前記視差バリアパネルの前記一部遮光
状態時と前記完全光透過状態時とで変化させることにより、前記輝度設定処理を実行する
画素周辺領域用電極制御部をさらに含む、
表示装置。
【請求項４】
　請求項１記載の表示装置であって、
　前記複数の画素はそれぞれ複数種の色成分画素を有し、
　前記画素周辺領域輝度制御手段は、
　前記複数の画素に対し、前記複数種の色成分画素単位に、前記画素周辺領域の輝度を強
制的に黒表示状態にする第１設定、及び前記画素周辺領域の輝度を前記画素主要領域と同
じにする第２設定のいずれかに設定する、色成分別輝度設定処理を実行する、
表示装置。
【請求項５】
　請求項４記載の表示装置であって、
　前記表示パネルは、
　一方電極，他方電極間に形成される電界によって状態が変化する液晶層により前記複数
の画素が構成される液晶表示パネルであり、
　前記画素周辺領域輝度制御手段は、
　前記複数の画素それぞれの前記画素周辺領域に対応して独立して設けられる複数の画素
周辺領域用電極を含み、前記複数の画素周辺領域用電極はそれぞれ前記複数種の色成分に
対応する複数種の色成分画素用電極を有し、前記複数種の色成分画素用電極はそれぞれ前
記一方電極及び他方電極のいずれかの電極との間で前記液晶層に電界を発生させることが
でき、
　前記複数の画素周辺領域用電極に付与する電圧状態を前記複数種の色成分画素用電極単
位に設定することにより、前記色成分別輝度設定処理を実行する画素周辺領域制御部をさ
らに含む、
表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　右眼用サブ画素領域２３Ｒ及び左眼用サブ画素領域２３Ｌの横幅は、互いに同一または
ほぼ同一に設定される。このように構成されたサブ画素領域２３Ｒ及び２３Ｌは表示パネ
ル２０において横方向に所定の均一なピッチで配列されている。なお、実施の形態１では
、サブ画素領域２３Ｒ及び２３Ｌは、横方向だけでなく縦方向にも配列されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　実施の形態１では、視差バリアパネル３０の液晶モードとしてＴＮ（Twisted Nematic
）モードを採用した。上述したストライプ状透明電極と、対向透明電極間に電圧を選択的
に印加すると、電圧印加領域のみ遮光状態となり、２画像表示（３次元画像（第２形式の
画像）を表示）するのに必要な視差バリア・ストライプ（遮蔽領域３３Ｓと透過領域３３
Ｔとが混在する一部遮光状態）を形成できる。全てのストライプ状透明電極，対向透明電
極に電圧を印加しない状態とすることで、視差バリアパネル３０全面を透過状態（完全光
透過状態）とすることができ、単一画像（２次元画像；第１形式の画像）を表示できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　すなわち、表示パネル２０の２画像表示時は、複数の画素それぞれの画素周辺領域を強
制的に黒表示状態に設定することにより水平方向（横方向）の遮光性を高めた画像表示を
行い、表示パネル２０の単一画像表示時は、複数の画素それぞれの画素周辺領域の輝度を
画素主要領域と同じ輝度に設定することにより輝度を高めた画像表示を行うことができる
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　本実施の形態の特徴的な構造として、色成分であるＲ，Ｇ，Ｂ（Ｒｅｄ、Ｇｒｅｅｎ、
Ｂｌｕｅ）用のカラーフィルタ層５７の色材膜５７Ｃを用いて色表示する液晶パネル各画
素の透明基板５２側に対向透明電極４４を液晶層５３の画素周辺領域に対応する領域に配
置している。すなわち、実施の形態１と同様、通常のIn-Plane Switchingモード液晶パネ
ルでは設けない対向透明電極４４を形成している。なお、図５で示す構成では、対向透明
電極４４はカラーフィルタ層５７（遮光膜５７Ｓ，色材膜５７Ｃ（ＲＧＢ用））及びオー
バーコート５８を介して透明基板５２上に形成される。また、透明基板５２に対向する下
側の透明基板５５上に実施の形態１と同様に櫛歯電極４５が設けられ、櫛歯電極４５を含
む透明基板５５上に液晶層５３が設けられる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６０】
　図６は画素周辺領域制御部６２が色成分別輝度設定処理を実行する際の複数の対向透明
電極４４に対する電圧制御内容を模式的に示す説明図である。以下、説明の都合上、Ｒ用
（色材膜５７Ｃが赤色（Red））の対向透明電極４４を対向透明電極４４Ｒ、Ｇ用（色材
膜５７Ｃが緑（Green））の対向透明電極４４を対向透明電極４４Ｇ、Ｂ用（色材膜５７
Ｃが青（Blue））の対向透明電極４４を対向透明電極４４Ｂとして示している。マトリク
ス状に配列される複数の画素それぞれに、図５に示すように、Ｒ用、Ｇ用及びＢ用の対向
透明電極４４Ｒ、対向透明電極４４Ｇ及び対向透明電極４４Ｂが設けられる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　したがって、複数の対向透明電極４４Ｒはそれぞれ対応するＲ用の画素の画素周辺領域
の液晶分子５３ｅを制御可能に独立して設けられ、複数の対向透明電極４４Ｇは対応する
Ｇ用の画素の画素周辺領域の液晶分子５３ｅを制御可能に独立して設けられ、複数の対向
透明電極４４Ｂは対応するＢ用の画素の画素周辺領域の液晶分子５３ｅを制御可能に独立
して設けられる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　一方、画素周辺領域制御部６２はＲＧＢのいずれかの輝度を製造時より低下させて色表
示の調整を行う必要がある場合、対向透明電極群１４４Ｒ，１４４Ｇ及び１４４Ｂのうち
輝度低下対象の対向透明電極群１４４の複数の対向透明電極４４（４４Ｒ，４４Ｇ，４４
Ｂのうち少なくとも一つ）に対して、黒表示用電圧ＶＡの制御電圧Ｖ６２（Ｖ６２Ｒ，Ｖ
６２Ｇ及びＶ６２Ｂの少なくとも一つ）を付与する。ここで、Ｂ用の輝度を低下させる場
合を考える。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　画素周辺領域制御部６２は、ＲＧＢのうちＢの色調整の必要がある場合、対向透明電極
群１４４Ｂの対向透明電極４４Ｂに対し共通に設定された黒表示用電圧ＶＡの制御電圧Ｖ
６２Ｂを付与する。黒表示用電圧ＶＡは、実施の形態１と同様、櫛歯電極４５の白表示時
の電圧設定状態（正極性，負極性の電圧設定状態）を考慮して、対向透明電極４４下の液
晶分子２３ｅが立ち上がる遮光状態に設定可能な電界が対向透明電極４４Ｂ，櫛歯電極４
５間に生じるように可変設定される。なお、正極性，負極性となるタイミング制御は、表
示のために櫛歯電極４５に印加する電圧の駆動信号の極性切替えと同期させて、対向透明
電極群１４４Ｂへ黒表示用電圧ＶＡを供給する駆動信号である制御電圧Ｖ６２Ｂを切替え
変動させれば良い。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　この際、前述したように、画素電極，共通電極間の白表示時における横電界の極性を考
慮して対向透明電極４４Ｂ，櫛歯電極４５間に常に高い電界を発生させることができる黒
表示用電圧ＶＡを設定する。その結果、透明基板５２に設けた対向透明電極４４Ｂに対応
する画素周辺領域は、画素周辺領域以外の画素主要領域の表示状態に依存せず、常に黒表
示にすることにより、実質的にＢ用の画素の開口率を小さくし、Ｂ用画素の輝度を装置完
成時より低く設定することによりＲＧＢ色表示に関する色調整を行うことができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】
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